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１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：高潮対策工事
�２ 発 注 者：愛知県
�２ 発 注 者：碧南市新道町地内始め
�４ 工 期：平成２２年９月８日～

平成２３年５月３１日
本工事は愛知県碧南市の油ヶ淵から矢作川に通
じる新川にかかる既設橋の架け替え工事である。
新設橋は台風時の高潮など高水位における桁下高
不足を解消する治水対策と歩道幅員確保の道路改
良を目的としており、２２９ｔの２径間連続合成床
版付き鋼桁橋（商品名：パネルブリッジ）を採用
している。構造の概要は、図－１に示す。

２．現場における問題点

架設は、一径間毎の一括架設とし、図－２に示
すように両岸の橋台背面にトラッククレーンを配
置した。架設条件として、地組立や桁搬入に使用
できる作業ヤードが限定されていることや周辺の
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施工計画

図―１ パネルブリッジ概要図

図―２ 架設計画図
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取り付け道路工事などの作業工程により、作業
ヤード造成～桁架設～床版までの現場施工期間が、
約２．５ヵ月で、平成２３年４月上旬までに作業ヤー
ドの引き渡しが可能となる施工計画が必要とされ
た。

３．工夫・改善点と適用結果

本橋の構造形式としてパネルブリッジを採用し
たことにより、吊り足場工・床版型枠工を不要と
し、現地での省力化施工を図った。パネルブリッ
ジの主桁部材は、２主桁とそれをつなぐ床鋼板部
材で１部材を構成しており、断面形状は π型と
なる。また、主桁部材の間に合成床版の床鋼板部
材となる中間パネルを落し込むことにより合成床
版を構成し、桁下面からの作業を削減できる構造
である。
ただし、一径間分を一括架設するため、地組立
時に継手部の現場塗装が必要となる。工程短縮の
ためには、一径間分をまとめて地組立を行い、現
場塗装作業を各径間において一工程で行う必要が
あった。今回は、作業ヤードの確保が困難であっ
たため、パネルブリッジの構造の特性を生かし、
主桁部材を２段積みで地組立を行うことで、
地組立ヤードの問題を解決した（図－３）。
床版の打設については、コンクリートポンプ車
２台を両岸にそれぞれ配置し、コンクリート体積
１５８m３、橋面積８１４m２を一日で打設することによ
り工程短縮を図った（図－４）。
パネルブリッジでは、支点上横桁は巻き立てコ
ンクリートによる SRC横桁構造を採用しており、
特に中間支点上横桁は、横桁コンクリートを打設
することにより連続桁化を行う現場連結方式を採
用している。このため打設順序としては、両端支
点から中間支点に向かって行い、最後に中間支点
上の床版および横桁コンクリートを打設した。
以上の取り組みにより、工程を遵守し作業を完
了することができた（図－５）。

４．おわりに

本工事は、現場工程上クリティカルとなる現場
塗装およびコンクリート打設に着目して工程短縮
を図ったが、架設時期が冬期である１月～３月と
なることから気象条件が懸念された。幸い天候に
恵まれ予定通りの工程で実施できたが、今後、計
画を行う際には、十分考慮する必要がある。特に
床版コンクリート打設に関しては、寒中養生が必
要となる場合があるが、パネルブリッジは吊り足
場を不要とする構造のため、配慮が必要である。

図―３ 主桁部材地組立

図―４ 床版打設

図―５ 全体工程表
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